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生徒が運動やスポーツの新たな価値を創造する保健体育科の授業 

～問題を発見し、解決策を創ることで、おもしろさを実感する活動を通して～ 

 

 

 昨今の日本では、平成 20 年をピークに総人口が減少局面に入り、小学生児童数や、中学生生徒数

の減少が加速化するなど、深刻な少子化が進行している。加えて、高齢化もさらに進んでいくことが

見込まれている。これらのことから、スポーツに参画する者やそれを支える担い手の不足、学校部活

動や地域におけるスポーツ・運動環境の維持の困難さにつながっていくと考えられる。また、産業だ

けでなく社会の隅々まで AI・ビッグデータ・IoT 等様々な技術革新が急速に広がる Society 5.0時代

が到来し、こうした先端技術の活用を通じて人々のライフスタイルも大きく変わろうとしている。こ

のような社会変化の中、スポーツ庁が2022年に策定した第３期スポーツ基本計画では、「Sport in 

Life の理念に基づき、毎日の生活の中でスポーツに親しむ時間や環境を確保することが求められて

いる」１）と述べられており、子どもたちが日常的に運動やスポーツに触れる場である、学校教育に

おける保健体育科の果たす役割はより大きくなっているといえる。 

また、OECD「Learning Compass 2030」の中で示す三つのより良い未来の創造に向けた変革を起こ

すコンピテンシーの一つとして、「新たな価値を創造する力」が挙げられており、変化の激しい社会

において、子どもたち自身が新たな価値を創造し、未来を切り拓く力が必要とされている。また、村

瀬浩二は、「Society 5.0になり、社会的な背景や要請が変わってくると、体育に求められる能力も

変わってきます。それは、創造や表現、協働です。（中略）仲間との協働の中で価値を創造する能力

が求められるようになります」２）と述べている。これらのことから、保健体育科においても、他者

と協働しながら、既存の仕組みにとらわれずに考え、「運動やスポーツの新たな価値」を創造してい

くことが必要だと考える。 

鈴木直樹は、「体力テストの結果に代表される身体能力の向上や、固有の運動技能の習得が体育の

学習の目的であるかのように捉えられてきた」３）と述べている。また、石塚諭・鈴木直樹は、「子

どもたちが運動にかかわり、スポーツ文化を生成していくことを支援するために、学習を『運動の意

味生成、学習内容の生成』と捉え、指導を『かかわり合いを結ぶこと』と捉える必要があります。こ

のようなことによって、体育が『生涯スポーツの保障』につながる」４）と述べている。さらに、成

家篤史は、「運動の意味生成はその取り組んでいる運動そのもののおもしろさを学習者が享受するこ

とによって、促されていくと考えます。その意味で、体育の最も根源的な部分、あるいは目的地とし

て主張したいことは『運動のおもしろさ』であるといえます」５）と述べている。つまり、保健体育

科の学習とは、身体能力の向上や固有の運動技能を習得するための学習ではなく、知識・技能を身に

付けることを通して運動やスポーツのおもしろさ注１）を実感し、生徒自身が運動やスポーツに自分な

りの意味を見いだしていく学習であるといえる。 

本校保健体育科では、前シリーズ「生徒が知識・技能を生成する保健体育科の授業～私たちのスポ

ーツを創り上げることを通して～」において、単元を「ルールを創る場」「動きを創る場」の二つの

場に分けるとともに、単元全体を通して、主運動注２）と振り返りを繰り返す授業構成とした。その結

果、生徒が主運動をしていく中で、自ら問題を発見し、それを解決していくことによって、集団にあ

った楽しむためのルール等注３）を創り、運動やスポーツの特性を楽しむための動きを思考した上で獲

得する姿を、学習プリントへの記述や活動中の実際の動きから見取ることができた。このことから、

Ⅰ 主題設定の理由 
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教科の目指す豊かなスポーツライフの実現注４）に向けて、知識・技能を生成する生徒という目指す生

徒像に近づけることができた。 

以上のことから、これからの変化の激しい社会を生きる生徒の豊かなスポーツライフの実現を一層

目指していくために、前シリーズの成果を生かし、生徒が主運動に取り組む中で、問題を発見し、そ

れを解決していくことで、運動やスポーツ特有のおもしろさを実感し、運動やスポーツに自分なりの

意味を見いだしていく必要があると考える。 

よって、本校保健体育科は研究主題を「生徒が運動やスポーツの新たな価値を創造する保健体育科

の授業～問題を発見し、解決策を創ることで、おもしろさを実感する活動を通して～」と設定する。 

 

 

１ 保健体育科が目指す生徒像 

保健体育科では、目指す生徒像を次のように設定し、研究に取り組むこととする。 

 

 

ここでいう新たな価値を創造するとは、生徒が運動やスポーツに取り組む中で、問題を発見し、

それを解決していくことで、運動やスポーツ特有のおもしろさを実感する経験を積み重ね、運動や

スポーツに自分なりの意味を見いだすことを示す。運動やスポーツの新たな価値を創造することで

生涯にわたって運動やスポーツに親しむ基盤が創られることとなり、保健体育科が目指す豊かなス

ポーツライフの実現につながっていくと考える。 

２ 育みたい資質・能力 

保健体育科における目指す生徒像に近づけるために、次のような資質・能力を育んでいくことが

必要であると考える。 

 

 

問題を発見するとは、主運動に取り組む中で、運動やスポーツのおもしろさを実感するための動

き方注５）や行い方注６）についての改善点を自覚することである。解決策を創るとは、問題を解決す

るための動き方や行い方を考え、繰り返し試し、有効な方法を見付け出すことである。この資質・

能力を育んでいくことで、生徒たちは保健体育科が目指す生徒像になると考える。 

３ 資質・能力を育むための手立て 

総論において示されている各教科で設定した資質・能力を育むための手立てにおける「中核とな

る概念」「単元における概念としての知識」「具体的知識」について、本校保健体育科では以下の

通り定義する（図１）。また、一つの単元を例に、それぞれの知識を具体にした構造図を後掲資料

１に示す。 

知識 説明 

中核となる概念 生徒に実感させたい運動やスポーツ特有のおもしろさ 

一般化された知識 
単元で扱う種目特有のおもしろさに関わる動き方や行い方の複数の要素

の関係を明文化したもの 

単元における 

概念としての知識 
単元で扱う種目特有のおもしろさに関わる動き方や行い方の要素 

事実（具体的知識） 
単元で扱う種目特有のおもしろさに関わる動き方や行い方の要素を具体

化した知識 

【図１ 本校保健体育科の知識の捉え】 

問題を発見し、解決策を創る力 

豊かなスポーツライフの実現に向けて、運動やスポーツの新たな価値を創造する生徒 

Ⅱ 研究の概要 
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その上で、資質・能力を育むために、次の二つの手立てを設定する。 

(1) 単元で扱う教材の工夫 

   単元で扱う種目特有のおもしろさを生徒が実感するための問題発見と解決に取り組めるように、

教材を工夫する。教材の工夫は、能力差や経験差を調整するためのコートサイズや距離、用具の

種類や設置数などを変更することや、単元で扱う種目特有のおもしろさを損なわない範囲で、ル

ールを変更することが考えられる。単元の初めに、その特有のおもしろさを実感できる最低限の

ルールを提示して主運動を行う。なお、ルールの詳細については、学習を進める中で、生徒の合

意の上で決定する。 

(2) 単元構成の工夫 

単元を「出会う場」「経験する場」「活用する場」の三つの場に分ける。また、「出会う場」

「経験する場」の二つの場を、総論において示されている「一般化を促す手立てとしての場」と

し、「活用する場」を、「新たな文脈の課題に取り組む場」とする。また、単元全体を通して、

主運動と振り返りに取り組む中で、問題を発見し、解決策を創る活動を繰り返す授業構成とする

ことによって、資質・能力を育んでいくことができるようにする（図２）。 

 

【図２ 本校保健体育科の単元構成図】 

「出会う場」は、単元で扱う種目特有のおもしろさに出会う場である。始めに、単元で扱う

種目と同じ領域の他の種目において、これまでに経験し習得した知識・技能や、実践する際に不

都合に感じたことについて生徒に問い掛ける。その上で、本単元で扱う種目特有のおもしろさと

は何かという「単元を貫く課題」を生徒に提示する。そして、その特有のおもしろさを実感でき

る最低限のルールを提示した上で主運動に取り組み、学習の方向付けを行う。 

「経験する場」は、主運動を通して、単元で扱う種目特有のおもしろさを繰り返し経験する場

である。始めに、教師がルールで困っていることはないかと発問し、生徒に問題を発見させる。

経験差など様々な差があっても、集団内の誰もが楽しむことができるという視点で生徒にルール

の合意案を考えさせ、その集団でのルールを決定させる。その後、繰り返し主運動に取り組ませ

る。その上で、動き方について困っていること、上手くいかないことを挙げさせ、動き方を追究

するための問題を発見させる。その際、原因を明確にさせることで、問題の解決の見通しをもた

せられるようにする。その後、他者の考えも参考にし、様々な問題を踏まえて自己やチームの最

も問題となっていることを学習プリント（後掲資料２）に記述させる。問題に対する解決策を創

るために、様々な動きを考え、繰り返し試させた上で、最も有効だったことを振り返らせ、学習

プリントに記述させる。その後、解決策を共有し、自己の考えだけでなく、他者の考えについて
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も触れさせる。このような活動を通して、生徒が運動やスポーツに取り組む中で、問題を発見し、

それを解決していくことで、種目特有のおもしろさを実感することを経験させる。「経験する場」

の最後には、主運動を通して実感したおもしろさや、そのおもしろさを実感するために行った動

き方と行い方の工夫について振り返らせ、単元で行う種目特有のおもしろさに関わる動き方や行

い方の複数の要素の関係について、学習プリントに記述させる。そうすることで、生徒は動き方

と行い方を基に知識を一般化することができると考える。 

「活用する場」は、一般化した知識を基に、教師が提示する新たな文脈の課題に取り組む場で

ある。コートサイズや用具、ルールや条件などを変更したり、交流相手を同学年異学級生徒や異

学年生徒、幼児や小学生などに変更したりした主運動を新たな文脈の課題として教師が提示し、

その課題に対して問題を発見し、それを解決していくことで、改めて単元で扱う種目特有のおも

しろさを実感させる。また、交流相手を変更した場合については、自分たちだけでなく、相手を

含めた全員がおもしろさを実感できるように、必要に応じて行い方を工夫させる。「活用する場」

の最後には、一般化した知識を活用して新たな文脈の課題に取り組むことができたかどうかを振

り返らせ、学習プリントに記述させる。 

これらの三つの場を通して、資質・能力を育み、種目特有のおもしろさを実感する経験を積み

重ねていくことで、運動やスポーツに自分なりの意味を見いだしていくことができるようにさせ

る。 

以上のように、二つの手立てを単元ごとに設定し、資質・能力を育む。 

４ 資質・能力が育まれたかの評価について 

学級全体の傾向を活動の様子や学習プリントから見取り、資質・能力が生徒たちに育まれたかを

評価することで、手立ての有効性を検証する。また、全体の傾向が表れている生徒を抽出生徒と

し、その変容を見取ることで手立ての有効性を検証する。 

５ １年次のねらい 

  研究１年次では、資質・能力を育むための手立ての有効性を、学級全体の傾向を活動の様子や学

習プリントの記述から見取ることで検証する。 

 

注１) 本校保健体育科では、学習指導要領解説でいう「運動の特性や魅力」を「運動やスポーツのおもしろさ」と捉えている。

また、「それぞれの運動が有する特性や魅力に応じて、運動を楽しんだり、その運動の特性や魅力に触れたりすること」６)を

「おもしろさを実感すること」と捉えている。 

注２) 主運動とは、ドリルゲームやタスクゲームではなく、そのスポーツの中心となる試合や動きを示す。 

注３) 本校の前シリーズでの研究において、「ルール等には、マナーや態度などを含む」としていた。 

注４) 豊かなスポーツライフの実現とは、生涯にわたって、運動やスポーツを日常生活に取り入れ、親しみをもって楽しむこと

ができるようになることを示す。 

注５) 動き方とは、各単元で生徒が思考し身に付けていく、ボール操作や空間に走り込むなどの動きを示す。 

注６) 行い方とは、各単元で生徒が思考し身に付けていく、コートサイズや用具、ルールや条件などの環境設定を示す。 
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【後掲資料１】 

単元 

陸上競技（短距離走） 

 

 

 

 

中核となる概念 

陸上競技には、走・跳・投で競争するおもしろさがある。 

 

 

 

 

一般化された知識 

動き方：短距離走には、自分に合ったピッチとストライドを組み合わせて自己のスピ

ードを高め、相手と競争するおもしろさがある。 

行い方：勝利の未確定性を保障するためには、ゴールまでの距離やスタートの方法を

工夫する必要がある。 

 

 

 

 

単元における概念としての知識 

動き方：ストライド、ピッチ、スピード、スタート時の姿勢 

行い方：ゴールまでの距離、スタート 

 

 

 

 

事実（具体的知識） 

〇 歩幅が広すぎても狭すぎても減速につながってしまうため、自分に合った歩幅で

走ることが大切である。（ストライド） 

〇 脚の回転を速めることで加速しやすくなる。（ピッチ） 

〇 ストライドとピッチそれぞれのポイントを組み合わせて行うことでスピードをあ

げることができる。 

〇 スタート位置（ゴールまでの距離）を変えることで、技能差がある相手とも競走

することができる。 

〇 スタートの仕方を変えることで、技能差がある相手とも競走することができる。 

 



第３学年 体育（陸上競技：短距離走）学習プリント【８時間完了】   組  番 氏名 

単元を貫く課題 

▶ 短距離走特有のおもしろさとは 

〇 次時に向けて、本時を振り返りましょう。 

時 振り返り 

第
１
時 

 

第
２
時 

 

第
３
時 

 

第
４
時
（
問
題
） 

【自己の問題】 

第
５
時
（
解
決
策
） 

【問題に対する解決策】 

 

 

 

一般化した知識 

時 
○ これまでに学習した動き方や行い方を基に、短距離走特有のおもしろさをまとめましょ

う。 

第
６
時 

 

 

 

 
 

新たな文脈の課題 

 ▶ 幼 

時 どのように工夫したかを具体的に書きましょう。 

第
７
時 

【動き方の工夫】 【行い方の工夫】 

 

時 一般化した知識をどのように活用して新たな文脈の課題に取り組んだのかをまとめましょう。 

第
８
時
（
ま
と
め
） 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

 第４・５時 第７・８時  
  

 

【後掲資料２】 

 


